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スワダルシャン・チャクラダリはヒンディー語で「自己実現の円盤投げの紡ぎ手」を意味します。 BK(ブラフマ・クマリスのメンバー)は、BKの知識に基づいてスワダルシャン・チャクラダリになることを目指しています。 彼らは、スワダルシャン・チャクラダリである段階にいるときに幸福を経験します。 また、スワダルシャン・チャクラダリになり、この本に書かれている知識を熟考することで幸福を体験することもできます。

スワは「自己」、ダルシャンは「ビジョン」、チャクラダリは「円盤投げの持ち主」を意味します。 「円盤投げ」は時間のサイクルです。 したがって、「スワダルシャン・チャクラダリ」とは、円盤投げ/チャクラ(時間のサイクル)で熟考しながら、自分が本当は誰であるかについてのビジョンを持ち続ける人を指します。 スワダルシャン・チャクラ(自己実現の円盤投げ)は、神によって提供されたチャクラ(時間のサイクル)であり、自己(魂)が各周期的な時間のサイクルを通じてどのように誕生するかを見るためのものです。 「自己実現の円盤を回す」とはどういうことかを正しく理解するためには、まず基本的なBKの知識を紹介されなければなりません。 

1.魂。

2. 神と、神がどのように私たちを助けてくれるか。

3.3 つの世界 (魂の世界, 天使の世界, 肉体の世界).

4. 時間がどのように周期的に流れるか。 この時間のサイクルに関する知識(以下、「サイクル」)には、各サイクルで84の誕生と5つの形態をどのように取るかが含まれます。

上記の知識を知っていると、円盤投げをするように言われたときに何を考えるべきかがわかります。 ですから、スワダルシャン・チャクラダリになる方法についてさらに説明する前に、まず上記の基本的なBKの知識を説明します。

あなたは実際には、あなたの体の中にいる魂(形而上学的な白い光の点)であり、あなたはあなたの体ではありません。 あなたは自分の 体を使って人生を生きます。 あなたの本来の資質(魂の資質)は、美徳と力です。 長所は次のとおりです。 

1. 純粋なエネルギー。

2.幸福、平和、愛などの良い資質。 

美徳は感情として経験されます。 美徳が現れた状態にあるとき、あなたは幸せ、平和などを感じます。

一方、悪徳は不純なエネルギーであり、あなたの本来の性質ではありません。 あなたの純粋なエネルギーは、あなたが悪徳にふけるにつれて、これらの不純なエネルギーに変わります。 悪徳には 、怒り、貪欲、傲慢などが含まれます。 悪徳にふけると、霊的に弱くなります。 悪徳はあなたが不幸であることを確認します。 あなたがスワダルシャン・チャクラダリであるとき、悪徳は美徳に戻るために燃やされます。 したがって、あなたは不幸ではなく幸福を経験します。 

「体を使って精神的な努力をしている純粋な魂」は、スワダルシャンチャクラダリです。 「精神的な努力のためにBKの知識を熟考するために体を使用している魂」はバラモンです。 体は精神的な努力のために必要であるため、バラモンは、バラモンが精神的な努力をするために高い精神的な段階にあるときのスワダルシャンチャクラダリです。 神は、バラモンが神によって与えられた知識について熟考しているときに、バラモンがスワダルシャン・チャクラダリになることを可能にします。 このことは、本を読み進めていくうちに理解が深まります。 ここで注意すべき重要なことは、私たちがスワダルシャン・チャクラダリになることを可能にしてくれるのは神であるということです。

神(至高の魂)は、形而上学的な光の点でもあります。 神は至高の魂(パラマートマ)です。

1. かれは、すべての魂の中で最高である。

2. 彼は海のような霊的な力を持っていますが、私たちはそれに比べて一滴のようなものです。 神は幸福の海、至福の海、愛の海、平和の海などです。

BKは、ブラフマ・クマリス・ラージャ・ヨガと呼ばれる瞑想を実践し、神とのつながりを通じて神からの神聖な美徳と力を吸収します。 彼らはBKの知識を熟考することによって、この神とのつながりを確立します。 本書では、BKの知識に基づいた解説が掲載されています。 ですから、この本の知識を紡ぐ(熟考する)とき、あなたは神と結びついています。 このリンクを通じて、神の神聖な美徳と力を吸収して、次のことを行うことができます。

1.あなたが幸せ、平和などを経験するようにあなた自身に力を与えます。

2. 自分自身を神聖な状態に変えます。

なぜなら、あなたは自分のリンクを通じて神の強力な波動にさらされているからです。

1. すべての不純なエネルギーは、純粋で神聖な状態に戻ります。

2. 魂の美徳と力(通常の状態にあるもの)は、強力で神聖な美徳と力に変換されます。

3. あなたはスワダルシャン・チャクラダリになります。

したがって、あなたは幸せを経験します。 あなたは時間のサイクルを回転させてスワダルシャン・チャクラダリになろうとします、つまり、各サイクルで時間が流れるときに自分(魂)に何が起こるかを考えなければなりません。 あなたがスワダルシャン・チャクラダリである間、あなた(魂)は純粋で、強力で、神聖な状態に変容します。 したがって、あなたは幸せを経験することしかできません。

彼のムルリス(ブラフマ・クマリスで語られた神のメッセージ/教え)の中で、神は時間がどのように周期的に流れるかについての知識を提供しました。 彼は、各時間のサイクルは、次の5つの時代に分かれていると説明しました。 

1.サチュガ(黄金時代)、

2.トレタユガ(シルバーエイジ)、

3.ドワプリガ(銅フォワード) 、

4.カリユガ(鉄器時代)、および 

5.サンガミュガ(コンフルエンス時代) 。

神から与えられた知識、サイクルなどについて、この後で簡単に説明します。 あなたが次の知識を紡ぐとき、あなたはスワダルシャン・チャクラダリです。 しかし、あなたがスワダルシャン・チャクラダリである強力な段階に達していなくても心配しないでください。 この本の章にある次の知識とすべての知識について熟考し続けると、ゆっくりと強力な段階に到達します。

神様は、黄金時代と銀銀時代(前半のサイクル)の間、人々は天国で神として生きていると教えてくれました。 神々(クリシュナやラーマなど)は、幸福を経験するだけの神聖な存在です。 クリシュナは黄金時代に生き、ラーマは銀の時代に生きています。 前半のサイクルで誕生する魂は、神の魂と呼ばれます。

シルバーエイジの終わりに、世界は普通の世界に変わります。 人間は銅器時代と鉄器時代(後半サイクル)の間、通常の状態にあるため、神ではありません。 人々は普通の状態にあるときに不幸を経験することがあります。

鉄器時代の終わり頃、神はコンフルエンス時代をもたらすために肉体世界にやって来ます。 神は、合流時代を通じて、世界を再び黄金時代の神聖な世界に変えます。 ですから、私たちは再び幸せを経験するのです。 合流 の年齢は重複します。

1. 鉄器時代の終焉 

2.黄金時代の始まり。 

神がサイクルについて与えた知識は、次のように説明しています。

1. 黄金時代のあなたはサトプラダンでした。 サトプラダンの状態は、強力で、純粋で、神聖な状態です。 あなたがサトプラダンである間だけ、あなたは幸せを経験することができます。 あなたは、黄金時代に取る8回の誕生の間に、この素晴らしいサトプラダンの状態を楽しんでいます。 

2. シルバーエイジの時代には、佐藤州にいらっしゃいましたね。 サトウ状態も純粋で神聖な状態ですが、サトプラダン状態ほど強力ではありません。 しかし、このサトウ状態の間だけ、あなたはまだ幸せを経験するでしょう。  あなたは、シルバーエイジの間に取る12の誕生の間、純粋なサトウの状態を楽しんでいます。 

3. 銅器時代には、ラホ/ラジョプラダン州にいました。 ラジョ州は、悪徳にふけることができる普通の州です。 悪徳に耽溺すると、あなたは不幸になり、不純物があなた(魂)の中に蓄積されます。 不純物は、銅器時代にあなたが取る21回の誕生の間に、あなた(魂)の中に蓄積し続けます。 

4. カリユガの期間中、あなたはタモ/タモプラダン州にいました。 タモ状態とは、銅器時代の初めから悪徳に耽溺したために、あなたがひどく不純な状態です。 あなたはカリユガの間に42回の誕生をしますが、カリユガの終わりに最後の誕生をするとき、あなたは最も不純な状態にあります。 この最も不純な状態にいる間、幸福を経験することは非常に難しいと感じるかもしれません。 

5. あなたは再びサトプラダンになりつつあります、今、合流時代の時代に。 あなたは合流時代に1回の誕生(サイクルでの84回目のスピリチュアル/バラモンの誕生)を取ります。 この最後の誕生の間に、あなたは再び幸せになるために霊的な努力をします。 

あなたが最初にBKの知識を紡ぎ始める(考え始める)とき:

1. あなたは合流時代に連れて行かれます。 この後、あなた(魂)はもはやカリユグの世界にはいません。 

2. 瞑想を通じて神とつながる。

あなたは、合流時代に連れてこられたときに、あなたの霊的なバラモンの誕生をします。 その後、知識を紡ぐことで、あなたは合流時代に留まります、つまり、あなたはバラモンのままです。

あなたが知識を紡ぐ間、あなたは今、合流の時代にいる(そして、各サイクルの終わりにはあなたは合流の時代にいた)と信じてください。 なぜなら、これはサイクルを紡ぐことを含むので、それはあなたがスワダルシャン・チャクラダリになり、スワダルシャン・チャクラダリとして留まるのを助けます。 あなたがスワダルシャン・チャクラダリであるとき、あなたは神とつながっているので、合流時代にいます。 

この本を読み続けると、次のことについてより深く理解できるようになります。

1. 時間のサイクルで時間が進むにつれて、物事がどのように悪くなるか、そして 

2. なぜ、自己変革を通じて既存の世界規模の状況を変えるために、サイクルを回さなければならないのか。 この変容を通じて、あなたは幸せを経験することしかできません。 自己変容が起こるためには、スワダルシャン・チャクラダリになり、そしてそれを維持するための精神的な努力をすることを通じて、自分自身を魂として知り、理解し、経験しなければなりません。

スワダルシャン・チャクラダリとは、自己を「各サイクルの間に誕生し続ける魂」として自己を見るために内側に向き合うことにより、円盤投げ(時間のサイクル)について考え続ける人です。 このようにサイクルを回すことで、自分自身を魂として体験することができます。

あなた(魂)は、あなた(魂)が繰り返される時間のサイクルの間に84回の誕生をどのように取るかを理解するとき、スワ(自己)、ダルシャン(ビジョン)、チャクラダリ(円盤/チャクラの持ち主)です。 チャクラダリは「車輪を握る者」を意味します。 あなたが知識について熟考するとき、あなたはこの車輪(サイクルに関する知識)をあなたの知性で保持します。 

それぞれの人間の魂には、心、知性、記憶バンク(サンスカラス)の3つの能力があります。 心、知性、サンスカーラが使用されます。

1. あなたが地上での生活を生きるとき。

2. 自己実現の円盤を回すとき。 

知性は、知識について考えるとき、知識を紡ぐ(知識をひっくり返す)ために使われます。 それが知識を紡ぐために使われる一方で、あなたの知性は(知識に伴う神の波動によって)活力を得て、神聖になります。 神聖な知性だけが、あなたを神に結びつける力を持っています。 ですから、あなたの知性が神聖になるとすぐに、それはあなたを神と結びつけ、神の強力な光に直接さらされ、「あなたの中に、そしてあなたから」放射され、あなたと世界を神聖な状態に変えるのです。

あなたが考える知識は、あなたの心の中にあります。あなたは自分の知性を使って、自分の心の中にある知識を理解します。これを行うと、知性があなたの心の中で知識を回転させたり、回転させたりするために使用されます。また、知性は、すべての記憶、経験、獲得した知識などが保存されているメモリバンクから、より関連性の高い知識をもたらし続けます。あなたがサイクルで何が起こっているかを考えているので、知性は各サイクルの間に起こることに関連するすべての知識を記憶バンクから心にもたらします。なぜなら、知性の機能の一つは、あなたが考えていることに基づいてすべての関連情報をもたらすことであるからです。関連する知識や経験などが記憶バンクから心にもたらされると、知性を使ってより関連性の高いものを紡ぎ出し、理解を深めることができます。あなたが各時間のサイクルの間に(周期的に)何が起こるかについて熟考する一方で、この知識は知性の中にも存在し、なぜなら、知性はあなたが熟考している知識を紡ぐために使われるからです。したがって、各時間のサイクルで起こる出来事が、あなたの知性の中で「そして周り」で回転しているかのようです。あなたが考えること、経験などが何であれ、何かについて考えたくないときに、心からすべて記憶バンク(サンスカラス)に運ばれます。知性は、記憶バンクから心へと、再び思い出すときに、これらを浮かび上がらせます。

BKの知識があなたの心と知性の中で絶えず回転するとき、あなたは回転しています。別の言い方をすれば、次のような場合に知識を紡いでいるということです。

1.あなたは知性を使ってあなたの心の中の知識を好転させます、そして

2. あなたの知性が、あなたの熟考に基づいて、あなたの心と記憶バンクの間に知識などを運ぶとき。 

神によって与えられた知識は、次のサイクルをもたらすために何が起こらなければならないかのためのものです。したがって、あなたはこの知識を知性で紡ぎながらサイクルを紡いでいます。

神は、各サイクルでの私たちのすべての誕生に関連する知識を私たちに与えることによって、私たちにスワダルシャン・チャクラダリを造られます。彼が今私たちと共におられるので、思考と回転の車輪は私たちが魂を意識することを可能にします。ですから、円盤投げを回すと、魂が意識的になります。あなたが魂を意識しているとき:

1. あなたは、自分が自分の体の中にいる魂であることを知っています。あなたは自分が自分の体ではないことを知っています。

2. あなたは霊的に高い段階にいます。したがって、あなたは至福、幸福、平和、そして他のすべての神聖な美徳と力を経験します。

神は各サイクルの終わりに来て、世界を神聖な黄金時代の世界に戻します。この目的のために、彼は私たちがスワダルシャン・チャクラダリになることを可能にします。

神は、すべての人間の魂の霊的な父であるため、私たちを助けるために、各サイクルの終わりに来なければなりません。さらに、合流時代には、神との父子関係がさらにあります。したがって、BKは神をババ(父)と呼びます。神がムルリスで自分自身をシヴァと呼んでいるため、BKは彼をシブババ(シヴァ神父)と呼んでいます。神は自分自身をシヴァと呼んでいますが、それはそれが彼に最もふさわしい名前だからです。シヴァ神は 至福、縁起の良い、至高を意味し、「 すべての魂の恩人である者」を指します。神は「すべての魂の恩人」であるため、彼は私たちをスワダルシャン・チャクラダリスに、つまり、私たちを世界の利益のために用いることができるように、私たちをスワダルシャン・チャクラダリスに造るのです。神の光が私たちの中に流れ込むので、神の光が世界に流れ込む前に、私たちは神の光によって至福や幸福などを経験する力を与えられます。

神は常に魂の世界に住んでいます。ソウルワールドは、すべての人間の魂の原初の故郷でもあります。サイクルの初めから、人間の魂は(次々と)魂の世界を離れ、地球で起こる運命の世界のドラマで彼らの役割を果たすために肉体の世界にやって来ます。この運命づけられた世界劇は、すべてのサイクルで繰り返され続けます。魂が肉体世界に来るとき、それは運命づけられた世界ドラマに従って誕生します。神は、人間の魂のように肉体界に生まれることは決してありません。神は、各サイクルの終わりにのみ、肉体世界に来ます。

1.すべての魂の浄化のために(彼ら全員を魂の世界に戻す前に) 、そして

2.世界の変革のために。これにより、新たな黄金時代の世界と次のサイクルがもたらされます。

神が来なければならないので、彼は1936年頃に魂の世界から肉体世界に来ました。  神が肉体世界への道を進んでいる間、彼は魂の世界と肉体の世界の間に天使の世界(微妙な領域)を創造しました。この天使の世界は、合流時代にのみ存在します。

私たちは、各サイクルの間に私たちに何が起こるかについての知識を紡ぎながら、自分自身を天使の世界に連れて行きます。天使の世界では、私たちは天使の体を使います。同時に、私たちは肉体世界にある肉体も使います。私たち(魂)は天使の世界にいますが、魂はまだ肉体、つまり肉体の世界にいます。私たちが天使の世界にいる間、私たちは物質界にある体を使い続けます。この知識に不慣れな場合は、読んでも理解できないかもしれません。あなたが霊的な努力を続け、知識を熟考することで、あなたは経験を持つことになります。これらの体験を通じて、理解できるようになります。

神が肉体世界に来られた後、彼はレクラージ(BKは彼をブラフマ・ババと呼んでいます)の肉体に入ることによって、私たちにサカール・ムルリスを与えました。ブラフマ・ババが彼の肉体を去ったとき:

1. ブラフマ・ババは、彼のアビャクト/天使の姿を通じて、神と共に役割を果たし続けました。

2. 神とアヴィャクト/天使のブラフマ・ババは、アヴィャクト・ムルリスを話すためにダディ・グルザールの体に入り始めました。

神は、サカールとアヴィャクト・ムルリスにある知識を通じて私たちに援助を与えてくださいます。ですから、私たちがムルリーにある知識について熟考するとき、私たちは神によって助けられ、スワダルシャン・チャクラダリになることができます。BKの知識とこの本にある知識は、神がムルリスで語ったことに基づいています。ですから、この本に書かれている知識について熟考するとき、あなたも神の助けを得ます。

ブラフマ・ババは、各黄金時代の初めにクリシュナとして生まれることに注意する必要があります。そして、合流時代には、この魂(かつて黄金時代のクリシュナだった)は、自分自身を再び最初のクリシュナ王子と見なし、クリシュナとして生まれた後、サイクルでさらに83回の誕生をしたことを覚えています。スワダルシャン(自分を見ること / 自分自身を見る)という言葉は、彼がすべての合流時代に何をするか、つまり、彼が自分自身を魂としてどのように見ているか、各サイクルでクリシュナとして誕生するなどと見ているかを指します。彼は自分自身をクリシュナと見なしているので、クリシュナはスワダルシャン・チャクラダリであるかのようです。しかし、実際のスワダルシャン・チャクラダリはブラフマ・ババです。黄金時代のクリシュナはスワダルシャン・チャクラダリではありません。ブラフマー・ババが神から与えられた知識を紡いでいたので、

1. 彼は、クリシュナの微妙な神聖な姿が創造されるのを体験することができました。

2. 彼は自分自身をクリシュナとして体験することができた、そして

3. 彼は自分自身を神聖な魂として体験することができました。彼の霊的段階が高かったとき、霊的な努力をしたために、彼(魂)は純粋で神聖な状態にありました。 

ブラフマ・ババは、自分がどのような人物であるかを思い出し続けていました。

1.クリシュナ、サテュグのスーリヤヴァンシ(太陽王朝)。

2.ラーマ、トレタユグのチャンドラヴァンシ(月王朝)。

3.ドワパリュグの王/チャクラヴァルティ/マハラジャ・ヴィクラム(彼の天国の世界を取り戻すために崇拝をしています)。

4.サンガミュグのブラフマー。彼は、ブラフマーとして、天使になるためには霊的な努力をしなければならないことを思い出しました。彼はまた、彼(魂)が神と一緒に魂の世界に戻る時が来たことを思い出し、次に黄金時代に誕生することができました。

ブラフマ・ババの上記のダルシャン(ビジョン)は彼をスワダルシャン・チャクラダリにしました。ブラフマ・ババは、周期的に繰り返されるサイクルで84回の誕生をした方法について考え続けていたため、回転する時間のサイクルが彼の知性の中と周りにありました。 

さて、私たちはブラフマ・ババの足跡をたどり、円盤投げをしなければなりません、なぜなら、ムルリスでは、神も私たちにそうするようにと教えているからです。私たちは、ブラフマ・ババが84回の誕生を取るのと同じように、私たちがいかに84回の誕生を取るかを覚えておかなければなりません。そうすることで、私たちもまたスワダルシャン・チャクラダリになるのです。

あなたはスワダルシャン・チャクラダリです。

1.  あなたが、すべての時間のサイクルにおける84回の誕生に関する知識を思い出すとき。

2. 創造の始まり、中間、終わりについてのBKの知識を常に読み、聞き、熟考するとき。これは、各サイクルで何が起こるかに関係しています。

3.  あなたが常にあなたのコンフルエンスエイジドヒーローの記憶にとどまっているとき、時間のサイクルの世界のドラマの一部。あなたが今、この英雄的な役割を果たしているのは、神があなたと共にいるからだということを覚えておくべきです。

4.  あなたが自分の5つの形を思い出すとき、それはあなたのバラモンの形(バラモン・スワラップ) 、天使の形(ファリスタフォーム)、パラムダムの永遠の魂の形(と付け加えましたまたは不愉快な形)、神の形(デブタ・スワラップ)、そして崇拝に値する形(強引 スワラップ)です。これらに関する説明は、本書の章、特に第12章(五つの形態)、第13章(瞑想のガイドライン - 私の五つの強力な形態)、第15章(アヴャクト・ムルリの五つの形態)で見つけることができます。

あなたが84回の誕生を思い出すとき、あなたは次の順序であなた(魂)に何が起こるかを熟考します。

1. サテュグのスーリヤヴァンシ(太陽王朝)で、魂の世界から肉体界に来た後、どのように誕生するか。

2.トレタユグのチャンドラヴァンシ(月の王朝)での出産方法、

3. ドワパリュグの間、あなたがどのようにして信者になるか、

4. カリユグの終わりまでに、あなたがどのように精神的に非常に弱くなるか、

5. 各サイクルの終わりに(合流時代に)どのように再びバラモンになるか、そして

6. あなた方(魂)が、各サイクルの終わりに、次の黄金時代の誕生をするために、どのように神と共に魂の世界に戻るか。

あなたが各時間のサイクルの間にあなたに何が起こるかについての知識について熟考し続けるとき:

1. あなたは、あなた(魂)が誕生し続ける回転サイクルでの経験を持つことになります。 

2.  経験を通じて知識を理解します。

私(BKパリ)は、サイクルでの自分の誕生について考えている間、サイクルが永遠に回転するのを見るという至福の体験をしました。その経験の中で、私は自分自身を「円盤投げ/サイクルの回転において、各サイクルの世界劇に永遠に参加する魂」として体験しました。その経験を経て、私は長い間幸せを経験することができました。

あなたはまた、自己実現の円盤投げ(スワダルシャン・チャクラダリ)のスピナーでもあり、各サイクルの間に自分に何が起こるかを熟考します。 スワダルシャンチャクラは自己実現の輪です。これが意味することは、あなたが自分の誕生と形を思い出すとき、あなたは強力な高揚した段階に到達し、各サイクルの間に次々と誕生する魂として自分自身を経験するということです。あなたは内省によって、自分が何者であるかを理解します。

紡績とは、あなた(魂)が最初はバラモン(BK)、次に天使、そして最後には神であると繰り返し考えるだけではありません。また、次の点も知っておく必要があります。

1.あなたが本当に誰であるか、つまり、あなたは魂であり、体ではないということ、そして

2. あなた(魂)は、永遠に回転し続ける時間のサイクルの中で、多くの誕生を遂げてきたこと。

もしあなたのスピリチュアルな段階が高かったなら、サイクルを紡ぐとき、あなたは銅器時代と鉄器時代の自分の誕生を、至福に満ちた孤立した観察者として見守ることができ、後半のサイクルで苦しまなければならないことを惨めに思うことはありません。あなた方は今、再び黄金時代に生まれるための霊的な力を取り戻すサイクルの時代にいることを幸せに思うでしょう。

自己実現の輪を回すとき、あなたは常に、かつて自分が平和と調和の完璧な状態にあったこと(黄金時代と銀時代)について考えるべきです。次に、次のことについて簡単に考えてください。

1. シルバーエイジの終わりに、完璧で神聖な状態を失ったこと。

2. 銀時代と銅時代の合流点の間に、魂を意識した状態を失って肉体意識になった経緯。

3. 銅器時代の初めから、あなたが身体意識を持っていたため、世俗的なものを重要視し始めたこと。

それから、世界の始まり、中間、終わりについての知識に焦点を当てることを通じて、今、あなたが再び魂を意識するようになっていることを常に考えてください。魂を意識した段階にいる間、あなたは幸せを経験するでしょう。あなたがもはや身体意識を持っていないことを幸せにしてください、なぜなら、あなたは今、神に助けられているからです。

あなたがボディコンシャス状態にあるとき:

1. 自分が身体であると感じます。

2. 物質的な事柄や他人の悪行を覚えている。

3.不幸を感じやすい。

4.あなたは復讐を求め、敵意を保ち、邪魔されたままでいるなど。

銅器時代や鉄器時代の人々は身体意識が高く、自分たちが自分の身体であると感じているため、肉体世界と一体であると感じる体験をすることができます。これは、肉体が肉体世界のエネルギーによって供給されているために起こり得ます。あなたがスワダルシャン・チャクラダリになるために霊的な努力をするとき、合流時代には:

1. あなたはもはや自分が体であると感じません。

2. あなたは魂を意識するようになる、つまり、自分自身を魂として体験する。

3.あなたは、神があなたを道具として、世界を助けるために用いておられることを知っています。

4.あなたは精神的な力を蓄積します。

あなたが霊的に強力になるので、霊的な努力を通じて、黄金時代と銀時代の魂の意識的な状態を常に楽しんでいます。これは、黄金時代と銀時代の間、常に幸せを楽しむことができることを意味します。

霊的な力を蓄積し続けるためには、霊的な努力を続けなければなりません。スピリチュアルな力を蓄積するにつれて、あなたはより大きな範囲で、より高いレベルで幸福を経験するようになります。あなたのスピリチュアルな段階が高いときでも、あなたのスピリチュアルな努力により、あなたは時間とともに軽く、幸せに感じるでしょう。スピリチュアルな努力を続けると、あなたはより軽く、より幸せに感じます。

1. 不純な状態と普通の状態にあるすべてのエネルギー(魂のエネルギー)は、神聖な状態に変容しています。

2.あなたは精神的な力を蓄積します。

3. 悪徳と罪深い話は、神の光にさらされることによって(あなたが高い段階にいる間)焼き尽くされています。あなたがより軽く、より幸せに感じるのは、あなたが悪徳や罪深い説明から解放された(解放された)からです。

あなたが解放を受けるとき、あなたは次のものから解放されます。

1.悲しみ。

2. 不完全で耐え難い古い肉体世界。

3. 魂の弱い状態。

4. 魂の中にある不純物(悪徳、カルマの勘定、その他すべての不純なエネルギーなど) 。

5. 身体意識。

あなた(魂)が肉体界を離れて魂界に戻り、次の黄金時代の誕生を遂げるとき、あなたは完全に解放されます。

銅器時代と鉄器時代に、魂が悪い行動などを行うと、カルマの法則に従って解決する必要がある悪いカルマの勘定が作成されます。悪いカルマの勘定は、銅と鉄の時代にのみ作成できます。彼らは黄金時代と銀の時代に創造することはできません、なぜなら神聖な存在は何も悪いことをすることができないからです。

前半のサイクルに生きる魂は、悪徳とカルマの会計から解放されたままです。

1. 神は、前の合流時代に私たちが神聖になるのを助けてくださいました。

2. 神聖な魂は悪徳にふけることはできません。彼らは幸福と他のすべての美徳と力を経験することしかできません。

3. 神聖な魂は、カルマのアカウントを作成するために悪い行動をとることはできません。

上記のすべての知識を心に留めておくと、スワダルシャンチャクラに関連する知識を心に留めていることになります。あなたはこの知識を紡いでいるので:

1. あなたは、スワダルシャン・チャクラダリ(自己実現の円盤投げの紡ぎ手)になるための知識に満ちた強力な段階を体験します。

2. マーヤー・ラヴァン(悪徳)の喉が切り落とされつつある。

3. あなたはマヤー(悪徳)の紡ぎ方を超えています。

4.あなたはマヤジート(マヤの征服者)です。

5. あなた(魂)は平和と幸福の化身です。

6.あなたはすべての美徳と力で満たされています。

7. あなたのサトゥギ・サンスカラ(性格特性など)が発達します。

8.あなたは黄金時代の初めからあなたの誕生で楽しむことができる富と霊的な力を蓄積しています。

9.あなたは 自分の心、知性、そしてサンスカーラを完全にコントロールしています。

10.あなたがワールドドラマでヒーローの役割を果たしているのは、あなたが世界の恩人だからです。

11. あなたは、世界を神聖で完璧な黄金時代の世界に変えるのを助けています。

マヤは思考レベルでの悪徳を指します。それは思考レベルにすぎないので、それは悪徳のより穏やかな形です。もし人が自分の悪意ある考えや感情に基づいて行動をとるなら、その悪徳はラーヴァン/ラーヴァナ(悪徳のより強い形)です。マヤ・ラヴァンは、両方の形の悪徳を指します。

知識(本書で紹介されています)について熟考し続けると、五つの悪徳、五感、五大要素に邪魔されたり影響を受けたりすることなく、知識に集中する能力が養われます。その後、あなたは簡単にスワダルシャンチャクラダリである強力な段階に到達することができます。スピリチュアルな努力をする習慣を身につけるためには、スワダルシャン・チャクラダリであり続けるためにスピリチュアルな努力を続けてください。あなたがスワダルシャン・チャクラダリであることを忘れないようにしてください。

1. 霊的な努力を続けると、

2.スピリチュアルな努力をしたために、あなたのスピリチュアルな段階が高いとき。

神は私たちに「スワダルシャン・チャクラダリ」という称号を与えられました。

1. 私たちは、自分自身を魂として体験し、知識についてより深く理解するために、回転しなければなりません。

2.これにより、高い段階に到達するために知識を簡単に紡ぐことができます。

スピンすると:

1. 私たちの罪は赦されます。

2. 悪徳は、私たちの内面と地上から取り除かれます。

3. すべての不純なエネルギーは、純粋で強力な神聖なエネルギーに変換されます。

上記のすべては、ヒンドゥー教の神話で回転するチャクラ(円盤投げ)によってラヴァンの喉が切られることによって描かれました。このヒンドゥー教の神話では、スワダルシャンチャクラによって斬首される悪魔として描かれてきたのは悪徳です。

悪徳に耽溺すると、悪いことを言ったり行ったりすることがあります、つまり、その後の人生を生きる間に解決する必要があるカルマのアカウントを作成することができます。悪徳は、私たちがこれらのカルマの清算をしている間に再び現れる機会があります。人間が蓄積するすべての罪は解決されなければなりません。しかし、コンフルエンス時代には、罪を清算する代わりに(知識を紡ぐことで)罪を焼き払うことができます。円盤投げを回せば回すほど、神の力強い光にさらされることで、あなたの罪は赦されます。マヤ・ラヴァンの喉が切り裂かれるのは、マヤ・ラヴァンが罪が解決されたときのように現れる機会をつかむことができないからです。罪が焼き尽くされるにつれて、マヤ・ラヴァンが現れる機会は減少します。

あなたが知識を紡ぐとき、あなたは神と結びついており、あなたの霊的段階が強力であるため、あなたが直面するマヤのすべての課題を克服することができます。 自己実現のサイクルが回転するとき、あなたのスピリチュアルな努力により、スワダルシャンのチャクラが回転すると、マヤのすべての障害が解消されるため、あなたは確実に障害からの解放を得るでしょう。マヤは、自己実現のサイクルが回転するところには存在できません。自己実現の円盤を回せば回すほど、あなたはマーヤーを征服します。その結果、不幸ではなく、幸せを経験することができます。

あなたの出生と形に関連する知識について熟考するだけで、あなたは悪徳に勝利するでしょう。サイクルの始まり、中間、終わりについて考えるとき、知識について考えている間、ババと一緒にヨガをしているので、悪徳はゆっくりとあなた(魂)から取り除かれます。あなたは知識を紡ぐにつれて、神の波動によってゆっくりと浄化されます。これを通じて、ババはあなたを解放し、悪徳もゆっくりと地球の表面から完全に取り除かれます。それはまるで、悪徳が回転するチャクラを通して斬首されているかのようです。黄金時代の世界は、ラーヴァナの頭が完全に切り落とされたとき、つまり、悪徳が地球上から完全に根絶されたときに生まれます。

各サイクルでどのように出産を続けるかを常に思い出すと、スワダルシャンチャクラ(マヤ・ラヴァンの喉を切る)が回転しているため、次の出産を黄金時代に行うことができます。あなた方は、各サイクルの間、自分の誕生と形態を思い出し続け、マヤ・ラヴァンの終焉をもたらすべきです。次の方法について繰り返し考える必要があります。

1. あなた方は、サイクルの異なる時代に誕生し、ついに合流の時代に入った。

2. あなた(魂)は、サイクルで誕生するたびに徐々に霊的な強さを失っていましたが、合流時代までは、霊的に強力になるために高いジャンプをします。

そのような熟考は、あなたが関連する至福の経験を持つのを助けるでしょう。時には、あなた(その人)は、その体験中にあなた(魂)が何を見て理解したかを覚えていないかもしれません。あなたは至福を感じるでしょう、そしてあなたは(人として)あなたが高い至福の段階に到達したことを知るでしょう。しかし、その体験で何を理解し、何を見たのか覚えていないかもしれません。それにもかかわらず、その経験は、あなた(魂)がその経験を通じて明らかにされたことを見て理解したので、あなた(その人)がサイクルに関する知識を受け入れるように影響を与えます。その結果、次のようになります。

1. あなたは霊的に強力になるために、知識を激しく紡ぎ続けます。

2. あなたは、世界の変革に備えるという目標を持つことになります。 

あなたの霊的な努力を通じて、あなたは地球上からマヤ・ラヴァンを完全に根絶するのを助け、あなたは次の誕生を黄金時代(あなたが世界の支配者になる)に取ることができるでしょう。黄金時代の世界の支配者になるためには、多くの霊的な努力をしなければならないので、神と知識(各サイクルにおけるあなたの誕生と形態に関連するもの)を思い出し続けてください。

ヒンドゥー教の経典の物語では、ヴィシュヌのチャクラは、コンフルエンスエイジドの悪徳との戦いに関連する記憶の影響により、「殺人」に関連付けられていました。この悪徳に対する戦いは、私たちが今、スワダルシャン・チャクラダリになるために霊的な努力をするときに勝利します。私たちが悪徳に勝利する一方で、合流時代の紡績を通じて、私たちはクリシュナとヴィシュヌになる能力を獲得します。私たちは黄金時代に生きている間だけ、幸せと力を経験することができます。私たちは自分自身をヴィシュヌとして体験するとき、より大きな力と幸福を享受します。黄金時代の夫婦は、ラクシュミとナラヤンと呼ばれています。ヴィシュヌは、黄金時代に生きる最も強力な「ラクシュミーとナーラヤンの合体」です。私たちがヴィシュヌになるのは、合流時代に、チャクラを激しく回転させながら、神との強力なヨガをしているからです。銅器時代には、上記のすべての記憶が浮かび上がり、ヴィシュヌとクリシュナについての神話を創造するように私たちに影響を与えます。これらの記憶は、私たちが常に神聖な幸福を経験できるように、神聖な王国を返してほしいと神に求め続けるように私たちに影響を与えました。神は私たちにこれらすべてについての知識を与えてくださったので、私たちはシルバーエイジの終わりから何をしていたのかを理解することができます。

神聖なシルバーエイジドの世界を失った後、私たちはリグ・ヴェーダや他のヒンドゥー教の経典に見られるコンフルエンス・エイジドの知識を、私たちに影響を与えるために浮かび上がる記憶に基づいて関連付けようと試みます。したがって、リグヴェーダでは、チャクラは以下を表すために使用されます。

1.ヴィシュヌ。

2. 主権者。

3. 時間の循環の輪。 

4.太陽と太陽の素晴らしさ。ビジョンでは、私たちはしばしば魂と至高の魂を、太陽のように見える拡大された光の点として見ることに注意する必要があります。 

ヒンドゥー教の経典では、クリシュナがヒーローの役割を果たすことは、あなたが今どのようにヒーローの役割を果たすかの記念でもあります。これを行うには、内面を見つめ、心を落ち着かせ、自分自身を各時間のサイクルで出産し続ける魂として見ることによって行います。これにより、悪徳はあなたの内側から、そして地球の表面から根絶されます。

マハーバーラタなどの後の経典では、チャクラ(スダルシャンチャクラと呼ばれる)は、敵を殺すために使用されるヴィシュヌの恐ろしい武器として描かれています。なぜなら、私たちは今、チャクラを回転させることによって最大の敵(悪徳)を殺すからです。悪徳が私たちの最大の敵であるのは、次の理由からです。

1.悪徳は、後半のサイクルにおける人間の苦しみと不幸の原因です。私たちが悪徳にふけるとき、私たちは罪を犯します。その結果、私たちはカルマの法則を通じてさらに苦しみます。

2. 悪徳が現れて支配権を握ると、私たち(高潔な自己) は自分自身に対するコントロールを失います。コンフルエンス時代では、私たちはスピリチュアルな努力を通じて自分自身をコントロールしていることを確認します。私たちが強力な段階にあるとき、悪徳が現れて支配権を握ることはできません。彼らが現れようとすると、神の光によって焼き尽くされてしまいます。その結果、私たちは平和と幸福を経験することしかできません。

ヒンズー教徒はスワダルシャンチャクラをスダルシャンチャクラと呼んでいますが、神はスダルシャンチャクラをムルリでスワダルシャンチャクラと呼んでいます。

1.それは、精神的な努力をするためのより良い、より正確な言葉です。

2. ヒンドゥー教の経典に見られるスダルシャン・チャクラに関する神話は、コンフルエンス時代に起こったことを称える記念碑です。

銅器時代の人々は、合流時代の記憶の影響により、スワダルシャンチャクラをスダルシャンチャクラと呼び始めていました。これが、スダルシャンという言葉が「スー」と「ダルシャン」の2つの単語から派生したと言われている理由です。蘇は縁起を意味し、ダルシャンはビジョンを意味します。したがって、スダルシャンの文字通りの意味は「縁起の良いビジョン」です。この縁起の良いビジョンは、合流 時代に何が起こるかに基づいて、各サイクルの終わりにのみ見られます。さらに、チャクラという言葉には「車輪」または「円盤」の意味が与えられているため、スダルシャンチャクラの文字通りの意味は「縁起の良いビジョンの円盤」です。「チャクラ」という言葉は、周期的に回転し続ける時間などにも適用されたため、スダルシャンチャクラは基本的に「絶えず回転または回転している車輪の縁起の良いビジョン」を含んでいます。上記のすべては、コンフルエンスエイジドの記憶に基づいて開発されましたが、人々は実際にこれらの単語を使用するように影響を与えていたものに気づいていなかった可能性があります。

一方、スワは「自己」を意味します。合流時代の最も縁起の良いビジョン(スダルシャン)は、神とつながり、魂を意識するために、自己を魂として見ることです。このビジョンは、私たちが次のことを可能にするため、縁起が良いです。

1.神様と共にお過ごしください。

2. 常に神の助けを得る。

3. 魂を意識した段階に留まる。悪徳は、私たちが魂を意識しているとき、私たちの心に現れることはできません。さらに、私たちが魂を意識しているとき、神の波動が私たちの中に流れ込んでいるため、悪徳は燃え尽きます。ですから、私たちは魂を意識した段階にいるときにのみ、幸せを経験することができます。

チャクラ(時間の輪)で知識を紡ぐと、自己を各サイクル中に特定の誕生と形をとる魂として見ているため、魂を意識するようになることを心に留めておく必要があります。

神はスダルシャンチャクラをスワダルシャンチャクラと呼んでいるため、ムルリでは、すべてのBKがそれをスワダルシャンチャクラと呼んでいます。だから私も同じことをするつもりです。

マハーバーラタでは、クリシュナはスダルシャンチャクラを使用して、サムドラマンタンの神話でミルクの海をかき混ぜるために使用された山を切ります。これは、コンフルエンス時代に起こったことの記念碑でもありました。「至福、安定、天国の生活を楽しむための攪拌(ブラフマ・クマリス・ムルリ で抽出します 説明を含む)」という本には、攪拌、ミルクの海などについての説明があります。「かき回す」と「紡ぐ」という言葉は、私たちが神聖な幸福を経験するための知識について熟考するときに、私たちの知性がどのように使用されるかを反映するために使用されます。

通常、後のヒンドゥー教の経典では、スワダルシャンチャクラは、クリシュナ/ヴィシュヌが悪魔的または邪悪な力を破壊するために使用する回転する円盤状の武器として描かれています。例えば、『マハーバーラタ』では、クリシュナはチャクラを武器として使い、行儀の悪いシスパラを殺します。シスパラがチャクラで首をはねられたとき、シスパラの魂は解放され、救いを得ることができました。これは、コンフルエンス時代の精神的な努力を通じて、私たちがどのように解放と救いを得るかという記憶に基づいて作成されました。実際、私たちがスワダルシャンチャクラを回転させて悪徳を根絶し、解放と救済を楽しむとき、暴力は関与しません。私たちはただ神の光を私たち(魂)に吸収し、私たちの不純なエネルギーが純粋なエネルギーに変わるのです。これにより、悪徳が根絶されます。自己実現の円盤を回すとき、私たちは高い段階に到達し、神の光を吸収して悪魔のようなサンスカーを挟み、純粋で幸せになるために変身します。

私たちは、神の光によって浄化されたので、合流時代に、悪徳の根絶を通じて救いを享受します。私たちを清めることによって、神は私たちを次のものから救い出してくださいます。

1. 悪徳。

2.抑圧的で、悲しみに満ちた、悪魔のようなカリユギの肉体世界。

3. 不完全な肉体世界と魂の不完全な状態。

4. 肉体界におけるカルマの清算。私たちは罪とその不幸な結果から救われています。これは、私たちが病気や悲しみなどを経験することから救われていることを意味します。

浄化のプロセスは、私たちが現在、そして将来の21の誕生で幸せを経験することを可能にします。神の魂は、肉体世界(黄金時代と銀時代)で救いを享受します。

1. 彼らは前半のサイクルで決済するカルマのアカウントを持っていません。

2.彼らは悪徳にふけることはできません、

3. 彼らは純粋な神聖な状態にあり、

4.彼らは幸せを経験することしかできない天国の世界に住んでいます。

解放と救済を受け取ることを通じて(合流時代の私たちの霊的な努力による)、私たちは最初の半分のサイクルでしか幸福を経験できません。私たちは人生の解放と人生の救いを楽しむので、最初の半分のサイクルで常に幸せを経験します。天国の黄金と銀の時代の世界には、私たちに幸せを与えることができる素晴らしいものがたくさんあります。

ヴィシュヌがどのようにしてスワダルシャンチャクラを手に入れたかについては、さまざまなヒンドゥー教の神話があります。ある神話では、アスラ(悪魔)が神々に困難な時間を与えました。したがって、ヴィシュヌはプージャを行い、毎日シヴァ神に1000本の蓮を提供して、シヴァ神からスワダルシャンチャクラを取得しました(それで悪魔を殺して征服するため)。彼は長年にわたってこの礼拝をしました。そしてある日、ヴィシュヌが彼が毎日捧げていたものよりも蓮が一つ少ないことに気づいたとき、彼は自分の片目を取り出して、蓮の代わりにシヴァの前に置きました。シヴァ神はヴィシュヌ神の献身に喜び、彼はヴィシュヌ神にスワダルシャンチャクラを与えました。この神話は、コンフルエンスエイジドの魂が、次のような精神的な努力(神を記憶し続けること)に完全に専念していたことを称える記念碑です。

1.スワダルシャンチャクラを回転させる能力を持っている、そして

2.チャクラを回転させることにより、地球の表面から悪徳を完全に根絶します。そうすることで、不幸を経験することなく、幸せを楽しむことができるようになるのです。

上記の神話には、次のようなことが反映されています。

1. 悪徳は、スワダルシャン・チャクラを紡ぐことによってのみ、私たちの内面から、そして地球の表面から根絶することができます。これが、ヴィシュヌが敵を排除するためにシヴァ神にスワダルシャンチャクラを求めた理由でした。

2.神の魂は、彼らが幸福を経験することだけができるように、悪徳が地球の表面から取り除かれることを望んでいました。

3.私たちは、チャクラの回転を通じて悪徳を根絶するために、スワダルダルシャンチャクラダリになるために神の助けが必要です。

4. 私たちは、激しい霊的努力によって高い段階に到達することによってのみ、スピナーになることができます。

5. 地上から悪徳を完全に根絶するためには、長期間にわたる(合流時代の全期間)にわたる激しい霊的努力が必要である。最初に、私たちはスワダルシャン・チャクラダリである高い霊的段階に到達するために、長期間にわたって激しい霊的努力をしなければなりません。そして、私たちの霊的な段階や霊的な強さが高ければ、私たちは容易に別の高い段階に到達し、スワダルシャン・チャクラダリになり、そこに留まることができます。これらすべては、スワダルシャンチャクラを達成するための最初の長い苦行を通じて反映され、その後、悪徳を根絶するために必要なときはいつでもスワダルシャンチャクラを使用する能力を持つようになりました。長い苦行は、私たちが長い間(シルバーエイジドの世界を失った後からコンフルエンスエイジドBKの知識に紹介されるまで)、シルバーエイジの終わりに失った神聖な天国の世界を神に返してくれるように求めた方法も表していました。私たちは、幸せを経験することしかできないように、神聖な世界の帰還を望んでいました。銅器時代と鉄器時代のその後の誕生の間、私たち(人として)は気づかなかったかもしれませんが、私たち(魂)は神に天国の世界を返してほしいと頼んでいました。魂がこの目的のために礼拝をしたいと思うとき、その人は神を崇拝するように影響を受けますが、その人は自分が神を崇拝している実際の理由を理解していないかもしれません。魂は、魂が不幸なときはいつでも、神を崇拝し、天界の帰還を求めます。これは、私たちが不幸を感じたときに神に助けを求めて神に祈る理由でもあります。

次の神話と実践も、コンフルエンス時代に起こったことに関連する記憶が浮かび上がったために作成されました。

1.ヒンドゥー教の神話では、スワダルシャンチャクラは108の鋸歯状のエッジを持つように描かれています。これらの108のエッジは、各サイクルの終わりに、地球上から悪徳を根絶するために勝利を収める最も強力な108のコンフルエンスエイジドの魂を表しています。魂は、これらの108のコンフルエンスエイジドの魂が再び強力なステージにいるのを見て、再び幸せを体験できることを望んでいます。したがって、彼らはこの神話を通じて彼らを描写するように影響を受けました。

2.スワダルシャンチャクラは、一般的に否定的なエネルギーや振動を防ぐために崇拝されています。この実践は、コンフルエンス時代にスワダルシャンチャクラを回転させることを通じて、ネガティブな波動などがどのように抑えられたか(サイクルの終わりと前半のサイクルの間) に関する記憶の影響によって開発されました。悪徳が寄せ付けないとき、人は幸福を経験する。

サイクルを回すと、次の理由で幸せを体験できます。

1. スピニングはあなたを瞑想的な状態に導きます。瞑想している間、あなたは高潔な状態にあります。したがって、あなたは幸せを経験します。

2.紡績により、カルマの法則を通じて莫大な収入を得ることができます。あなたが莫大な霊的収入を得るのは、あなたの霊的な努力によって世界が神聖な天国の世界(悪徳が存在しない場所) に変わるからです。この莫大な精神的な収入は、あなたが幸せを楽しむことを可能にします。

あなたが世界の変革のために自分自身を変容させるとき、あなたは最も慈善的な行為をしています。カルマの法則を通じて、あなたは今、良いカルマを行っているので、将来の誕生(黄金時代、銀の時代、そして次の合流時代)で数百万倍の利益を享受します。なぜなら、あなたは今、良いカルマを行っているからです。つまり、あなたが蒔いたものを刈り取ることになります。あなたは今、幸せも楽しんでいます。ですから、スワダルシャンチャクラを回転させ続けて、自分自身を高いステージに連れて行きましょう。あなたが神聖な状態に変容するにつれて、世界もまた神聖な状態へと変容しているという視点で、霊的な努力をしてください。

神話では、スワルダルシャンチャクラは常に1本の指で回転しているように見えます。この 1 本の指は以下を表しています。

1.  円盤投げ/サイクルが心の中で回転する知性。ビジョンの中で、私(BKパリ)は、自分の知性が「1」という数字に似た直立した短い紐のように見えたのを見ました。この知性は、やるべきことをやるためにねじれたり曲がったりすることができましたが、(それが私を神に結びつけたので)長くなりました。それは、私が神と彼によって与えられた知識を思い出したときに、神の波動によって活性化されたからです。サイクルの知識があなたの知性の周りを回転しているときでさえ、私の知性がリンクしたように、あなたの知性は神にリンクされます。知性があなたを神に結びつけるとき、あなたが知識を紡ぎ出すとき、あなたはスワダルシャン・チャクラダリであり、したがってあなたは幸福を享受します。

2. スワダルシャン・チャクラダリは、「私はババのものであり、ババは私のものである」という一つの考えだけを持つべきであること。その一本の指(一つの思考)は、霊的な努力をする者はただ一つ(ババ)に属し、ババは彼のものであることを示しています。もし他の事柄などについて他の考えを持っているなら、あなたは神との一体性を失います、つまり、神との強力なつながりを失います。スワダルシャンチャクラは、この一つの考えがあるときには、神と結びついていると回転し、神と結びついているからこそ、スワダルシャンのチャクラが回転するのです。あなたが彼と彼が与えた知識について考えている限り、あなたはスワダルシャン・チャクラダリの力強い段階にとどまります。スワダルシャンのチャクラは、あなたの思考がババと彼が与えた知識に向けられると、自動的に回転します。BKの知識について考えるときでさえ、あなたの考えは神に向けられています、なぜならそれは知識を与えたのは神だからです。

あなたがババの子供になるとすぐに、あなたは自分自身を魂として見ることができるようになり、各サイクルの間に84の誕生と5つの形を取ったことを知ることができます。あなたはババの子供ですから、スワダルシャン・チャクラダリになるための精神的な努力をし、幸せを楽しむことができます。

この本には、ムルリからの抜粋と、ムルリのポイントに関する説明があり、熟考することができます。 この本の引用と説明を熟考すると、次の理由で簡単に幸せを楽しむのに役立ちます。

1. あなたは神とつながる。

2. あなたはスワダルシャン・チャクラダリになり、そしてそのままです。

3. 過去のサンスカーラ(記憶、特性など)は、あなたが悲しみや否定性を経験するのに影響を与えることはできません。あなたが神とつながっているため、強力な段階にあるとき、彼らはあなたに影響を与えることはできません。

ムルリスを通して、ババは霊的に強力になるための知識を与えています。知識を紡ぎながら神とつながっているので、次のことができるようになります。

1. 不安やストレスなどに対処する

2. 平和と幸福を体験する能力を養う。

知識を紡ぐとき、至福、幸福、平和、その他すべての神聖な美徳と力を体験するのです。だから、回転し続けて、これがあなたに提供するすべての利点を楽しんでください。この本で説明された知識について考え続けてください。ここで説明することのほとんどは、この本の章でさらに説明されています。

––––––––
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Chapter 1: Introduction

Swadarshan chakradhari is a Hindi word which means ‘spinner of the discus of self-realisation’. BKs (members of the Brahma Kumaris) contemplate on the BK knowledge to become a swadarshan chakradhari. They experience happiness when they are in the stage where they are a swadarshan chakradhari. You can also become a swadarshan chakradhari and experience happiness through contemplating on the knowledge which is in this book.

Swa means ‘self’, darshan means ‘vision’ and chakradhari means ‘holder of discus’. The ‘discus’ is the Cycle of Time. Therefore, ‘swadarshan chakradhari’ refers to one who keeps a vision on who one really is as one contemplates on the discus/chakra (Cycle of Time). The swadarshan chakra (discus of self-realisation) is the chakra (Cycle of Time), which is provided by God, for seeing how the self (as the soul) takes births through each cyclic Cycle of Time. To properly understand what ‘spinning the discus of self-realisation’ is all about, you must be first introduced to the basic BK knowledge, for example, you have to be given knowledge about:

1. the soul.

2. God and how He helps us.

3. the three worlds (Soul World, Angelic World and Corporeal World).

4. how time flows in a cyclic manner. This knowledge on the Cycle of Time (‘Cycle’ hereafter) includes how we take 84 births and 5 forms during each Cycle.

When you know the above knowledge, you will know what to contemplate on when you are told to spin the discus. So I am going to explain the above basic BK knowledge first, before giving further explanations on how to become a swadarshan chakradhari.

You are actually the soul (a point of metaphysical white light) who is in your body; you are not your body. You use your body to live your life. Your original qualities (qualities of the soul) are the virtues and powers. The virtues are:

1. pure energies.

2. good qualities such as happiness, peace, love, etc. 

Virtues are experienced as emotions. When the virtues are in an emerged state, you feel happy, peaceful etc.

The vices, on the other hand, are impure energies; they are not your original qualities. Your pure energies transform into these impure energies as you indulge in the vices. The vices include anger, greed, arrogance etc. You get spiritually weaker as you indulge in the vices. The vices make sure that you are unhappy. When you are a swadarshan chakradhari, the vices are burnt to transform back into the virtues. Hence, you experience happiness instead of unhappiness.

The ‘pure soul who is using the body to make spiritual efforts’ is the swadarshan chakradhari. The ‘soul who is using the body to contemplate on the BK knowledge for spiritual effort making’ is a Brahmin. Since the body is needed for spiritual effort making, the Brahmin is the swadarshan chakradhari when the Brahmin is in a high spiritual stage due to making spiritual efforts. God enables the Brahmin to become a swadarshan chakradhari, when the Brahmin is contemplating on the knowledge that has been given by God. You will understand this better as you keep reading the book. What is important to note now is that it is God who enables us to become a swadarshan chakradhari.

God (the Supreme Soul) is also a metaphysical Point of Light. God is the Supreme Soul (Paramatma) because:

1. He is Supreme among all souls.

2. He has the spiritual strength of an Ocean while we are like a drop in comparison. God is the Ocean of Happiness, Ocean of Bliss, Ocean of Love, Ocean of Peace etc since He is the Ocean of all Divine Virtues and Powers.

BKs practice the meditation called Brahma Kumaris Raja Yoga to absorb divine virtues and powers from God, through their link to God. They establish this link to God through contemplating on the BK knowledge. In this book, there are explanations based on the BK knowledge. Thus, when you spin (contemplate on) the knowledge in this book, you get linked to God. Through this link, you will be able to absorb God’s Divine Virtues and Powers to:
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